
天
竺
部
所
収
説
話
か
ら
見
た
今
昔
物
語
集

－
　
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
の
再
検
討
1

－
、
は
じ
め
に

今
昔
物
語
集
（
以
下
略
し
て
今
昔
と
す
る
。
）
と
は
何
か
　
－
。
説
話
自
体

が
そ
う
で
あ
る
た
め
に
未
だ
に
文
学
作
品
と
し
て
の
査
定
を
充
分
に
受
け
て
い

な
い
こ
の
特
異
な
作
品
に
対
す
る
右
の
問
い
か
け
は
、
た
と
え
過
去
の
研
究
史

が
そ
れ
へ
の
解
答
を
準
備
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
教
え
て
い
る
と
し
て
も
、
他

ヽ

　

ヽ

の
文
学
作
品
に
対
す
る
場
合
と
同
様
、
や
は
り
興
味
深
く
且
つ
い
つ
ま
で
も
新

鮮
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
問
い
か
け
を
自
分
自
身
の
問
い
と
す
る
た
め
に
、

ま
ず
、
今
昔
を
天
竺
部
所
収
説
話
を
通
し
て
見
、
そ
こ
か
ら
所
謂
「
今
昔
的
」

な
る
も
の
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
天
竺
部
所
収
説
話
を
通
し
て
今
昔
を
見
よ
う
と
す
る
場
合
・
天
竺
部
を

扱
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
天
竺
部
・
霞
旦
部
・
本
朝
仏
法
部
、
本
朝
世
俗
部

の
構
成
を
採
る
今
昔
の
統
一
的
な
把
握
を
求
め
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

検
討
の
対
象
で
あ
る
所
か
ら
し
て
も
、
ま
た
坂
井
衡
平
氏
（
『
今
昔
物
語
集
の
新

研
究
』
、
大
望
以
来
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
そ
れ
が
世
俗
部
的
性
格
を
認
め
得

る
巻
玉
を
含
ん
で
い
て
世
俗
部
的
要
素
と
反
世
俗
部
的
要
素
と
を
あ
わ
せ
も
つ

今
昔
を
統
一
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
検
討
の
対
象
と
し
て
相
応
し
い
所
か
ら

し
て
も
首
肯
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
そ
の
方
法
で
あ

ろ
う
。

竹
　
村
　
信
　
治

今
昔
が
口
承
・
書
承
を
含
め
た
重
層
的
な
伝
承
過
程
の
痕
跡
を
そ
の
革
盤
に

も
つ
説
話
の
集
成
で
あ
る
以
上
、
今
昔
所
収
説
話
に
お
け
る
今
昔
独
自
の
「
今

昔
的
」
性
格
は
そ
の
依
拠
説
詣
と
の
比
較
を
通
し
て
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
方
法
を
先
取
り
し
た
芥
川
竜
之
介
は
、
巻
五
「
三
数
行
菩
薩
遺
兎
焼

身
語
第
十
三
」
の
兎
の
描
写
に
つ
い
て
、
大
唐
西
域
記
・
法
苑
疎
林
と
の
比
駁

か
ら
そ
こ
に
見
ら
れ
る
今
昔
の
「
生
ま
々
々
し
さ
」
が
「
一
に
作
者
の
写
生
的

手
腕
に
負
う
て
ゐ
る
」
こ
と
を
見
出
し
た
（
『
今
昔
物
語
鑑
賞
』
、
日
本
文
学

講
座
6
、
新
潮
社
刊
、
昭
2
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
爾
来
半
世
紀
以
上
の
研
究

史
を
経
た
現
在
に
お
い
て
は
、
こ
と
は
そ
れ
程
簡
単
で
な
い
。
今
昔
の
出
典
研

究
は
よ
り
厳
密
な
依
拠
関
係
の
認
定
結
果
を
提
出
し
て
き
て
お
り
、
大
唐
西
域

記
・
法
苑
珠
林
は
す
で
に
今
昔
の
直
接
依
拠
資
料
の
位
置
を
失
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
天
竺
部
所
収
説
話
の
ほ
と
ん
ど
は
、
い
ま
で
は
源
泉
資
料
に
直
接
依
拠

し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
打
開
嬰
古
本
説
詣
嬰
宇
治
拾
遺
物
語
等

に
本
集
託
と
の
同
文
的
な
対
応
を
も
つ
同
一
説
話
が
見
出
さ
れ
、
仮
名
書
自
立

語
・
欠
字
が
本
集
謡
に
散
見
す
る
所
か
ら
、
む
し
ろ
、
今
昔
は
今
で
は
そ
の
実

体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
本
邦
の
先
行
説
話
資
料
（
群
）
に
依
拠

し
た
と
見
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
山
口
佳
紀
氏
「
今
昔
物
語
集
の

形
成
と
文
体
－
仮
名
苔
自
立
語
の
意
味
す
る
も
の
ー
㌍
国
語
と
国
文
学
、
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昭
4
3
・
8
。
池
上
淘
一
氏
の
「
欠
文
の
語
る
も
の
1
今
昔
物
語
集
研
究
の
序

章
－
」
－
文
学
、
昭
3
9
・
1
－
を
は
じ
め
と
す
る
諸
論
考
）
。

こ
の
よ
う
な
従
来
の
研
究
成
果
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
天
竺
部
所
収
説
話
の
検
討
が
、
そ
の
方
法
に
お
い
て
、
今
で
は

明
ら
か
で
な
い
今
昔
の
依
拠
説
話
の
個
別
的
な
あ
り
様
を
探
る
こ
と
と
並
行
し

て
進
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
以
下
の

考
案
は
、
こ
の
意
味
で
、
そ
の
一
つ
の
試
み
で
も
あ
る
。

ミ
説
話
の
一
場
西
に
見
ら
れ
る
叙
述
増
幅

－
　
巻
四
第
6
話
の
場
合
1
－

今
昔
巻
四
「
天
竺
優
婆
帽
多
試
弟
子
語
第
六
」
は
、
釈
迦
の
再
来
と
呼
び
声

の
高
い
優
姿
帽
多
が
溺
れ
か
か
っ
た
女
と
化
し
て
羅
漢
比
丘
を
誘
惑
し
、
そ
の

後
敬
悔
さ
せ
た
上
阿
郡
含
栄
を
得
さ
せ
た
話
で
あ
る
。
源
泉
は
阿
育
王
経
巻
十

と
見
ら
れ
る
が
、
本
集
話
に
は
い
く
つ
か
の
小
話
材
付
加
が
あ
り
、
こ
れ
を
直

接
唯
一
の
依
拠
資
料
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
話
に
よ
っ
て
は

今
昔
以
前
の
説
話
伝
承
を
伝
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
宇
治
拾
遺
物
語
（
国
東
文

麿
氏
「
今
昔
物
語
集
と
扶
桑
略
記
」
、
国
文
学
研
究
、
昭
3
2
・
8
。
以
下
略
し

ヽ

て
宇
治
拾
遺
と
す
る
。
）
に
見
え
る
間
　
「
優
姿
帽
多
弟
子
事
」
の
「
姿
　
（
表

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

現
）
に
非
常
に
近
い
も
の
」
　
（
先
掲
国
東
氏
論
文
。
仮
に
以
下
Ⅹ
と
よ
ぶ
。
）

に
今
昔
は
依
拠
し
た
と
見
ら
れ
る
。

本
話
柄
に
つ
い
て
本
集
詔
と
宇
治
拾
遺
話
と
を
叙
述
の
面
で
比
較
す
る
と
、

両
者
は
話
末
文
で
も
一
致
し
て
い
て
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

が
、
弟
子
の
比
丘
が
女
（
優
姿
帽
多
の
化
身
）
を
犯
そ
う
と
す
る
次
の
場
面
に

祁
過
を
見
せ
る
。

（
本
集
請
）
①
人
モ
難
見
ク
繁
リ
タ
ル
所
二
曳
キ
居
テ
女
ノ
前
ヲ
掻
上
テ
我
が

前
ヲ
モ
掻
上
テ
、
⑦
女
（
ノ
）
陪
二
交
マ
リ
テ
、
③
若
シ
人
ヤ
自
然
ラ
見
ラ

ム
ト
不
審
ケ
レ
バ
後
ヲ
見
還
リ
テ
人
尤
カ
リ
ケ
リ
ト
心
安
ク
テ
、
④
前
ノ
方

二
見
還
テ
見
レ
バ
我
ガ
師
ノ
優
姿
帽
多
ヲ
仰
臥
タ
リ
。
⑤
我
レ
ヲ
跨
二
交
メ

テ
臥
給
へ
リ
。
⑥
面
ヲ
見
レ
バ
ヨ
咲
ム
デ
宣
バ
ク
、
「
㊦
八
十
余
二

成
ユ
タ
ル
老
法
師
ヲ
パ
何
事
二
依
テ
愛
欲
ヲ
発
シ
一
丁
叫
列
l
州
為
ル
ゾ
。
⑧
此

レ
ヤ
女
工
触
レ
パ
フ
心
元
カ
リ
ケ
ル
」
ト
宜
へ
パ
、
⑨
比
丘
史
二
物
不
忠
エ

ズ
シ
テ
逃
ナ
ム
ト
為
ル
ヲ
、
⑲
足
ヲ
以
テ
強
ク
交
ム
デ
更
二
不
免
サ
ズ
シ
テ

宣
バ
ク
、
⑪
「
汝
ヂ
愛
欲
ヲ
発
シ
テ
如
此
ク
為
り
、
速
二
我
レ
ヲ
可
姿
シ
。

若
不
然
ズ
ハ
不
可
免
ズ
。
何
デ
我
レ
ヲ
パ
計
ル
ゾ
」
ト
云
テ
、
⑲
音
ヲ
高
ク

シ
テ
鳴
り
給
フ
。
⑬
其
ノ
時
二
道
行
ク
人
多
ク
此
ノ
音
ヲ
聞
キ
驚
テ
寄
テ
見

（

†

†

）

レ
パ
、
⑩
老
僧
ノ
跨
二
亦
僧
有
テ
交
マ
リ
テ
有
り
。
⑮
老
比
丘
1
〓
‡
ク
、

「
此
ノ
比
丘
ハ
我
ガ
弟
子
也
。
師
ノ
八
十
ナ
ル
ヲ
姿
ム
ト
テ
此
ノ
比
丘
ノ
我
ヲ

剖
薮
二
曳
入
レ
タ
ル
也
」
ト
宣
へ
バ
、
⑲
見
ル
人
多
ク
奇
ミ
唱
ル
事
元
限

シ
。

（
宇
治
拾
遺
）
①
お
し
ふ
せ
て
た
ゞ
犯
に
犯
さ
ん
と
て
、
◎
股
に
は
さ
ま
り
て
あ

る
折
、
④
こ
の
女
を
見
れ
ば
我
師
の
尊
者
な
り
。
⑤
浅
ま
し
く
思
ひ
て
ひ
き
の

か
ん
と
す
れ
ば
優
姿
帽
多
股
に
つ
よ
く
は
さ
み
て
、
「
⑦
何
の
料
に
此
老
法

師
を
ば
か
く
は
せ
た
む
る
ぞ
や
。
⑧
こ
れ
や
汝
女
犯
の
心
な
き
証
栗
の
聖
者

な
る
」
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
⑨
物
覚
ず
は
づ
か
し
く
な
り
て
は
さ
ま
れ
た
る

を
逃
れ
ん
と
（
す
れ
ど
）
も
、
⑲
す
べ
て
強
く
は
さ
み
て
は
づ
さ
ず
。
⑬
さ

て
か
く
の
1
し
り
給
け
れ
ば
、
⑬
通
行
人
の
集
り
て
み
る
。
⑯
あ
さ
ま
し
く

は
づ
か
し
き
こ
と
限
な
し
。

（
本
文
の
引
用
は
共
に
日
本
古
典
文
学
大
系
本
－
岩
波
昏
店
－
に
拠
っ
た
。

商
、
引
用
に
慣
し
、
澤
字
は
頂
行
の
守
体
に
、
今
昔
太
文
の
分
苫
卓
は
一
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行
に
改
め
、
句
読
点
も
便
宜
上
省
い
た
所
が
あ
る
。
傍
線
部
は
大
字
仮
名

書
き
。
以
下
同
。
）

右
の
資
料
中
に
付
し
た
番
号
に
即
し
て
両
者
を
比
較
す
れ
ば
X
に
基
く
今
昔

の
叙
述
増
幅
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
③
・
◎
・
⑪
・
㊥
・
⑮
は
宇
治
拾
遺
話
に

見
え
な
い
。
又
、
①
・
④
・
⑤
・
⑦
は
本
集
話
が
よ
り
詳
し
い
描
写
を
得
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
増
幅
そ
の
も
の
は
、
依
拠
資
料
の
叙
述
に
強
調
表
現
や
場
面
説

明
を
具
体
的
に
付
加
し
た
り
、
依
拠
資
料
の
叙
述
を
別
の
場
面
（
会
話
文
等
）

で
繰
り
返
し
利
用
し
た
り
す
る
方
法
に
依
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
れ
は
今
昔

説
話
に
お
け
る
叙
述
増
幅
方
法
の
一
般
で
あ
る
。
た
だ
、
本
集
の
本
朝
世
俗
部

説
話
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
増
幅
が
一
語
の
統
一
的
な
主
題
と
は
無
関

係
に
こ
の
よ
う
な
場
面
で
行
な
わ
れ
、
し
か
も
真
に
迫
る
詳
細
で
生
き
生
き
と

し
た
描
写
と
し
て
達
成
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
を

そ
こ
に
言
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
巻
四
第
6
話
の
男
が
女
を
犯
す
場
面
の
叙
述
増
幅
に
「
今
昔
的
」
な
る

も
の
を
認
め
る
の
は
、
蓋
し
、
そ
の
増
幅
の
場
面
・
増
幅
さ
れ
た
叙
述
の
性

格
・
叙
述
展
開
の
呼
吸
に
本
朝
部
に
通
じ
る
も
の
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
、
た
と
え
ば
、
巻
二
十
「
陽
成
院
御
代
滝
口
金
使
行
語
発
十
」
で
の
道
範

が
郡
司
の
妻
の
臥
所
に
忍
び
込
む
場
面
の
描
写
と
か
、
巻
三
十
「
平
定
文
仮
借

本
院
侍
従
語
第
一
」
で
の
平
中
が
侍
従
の
寝
所
を
訪
れ
る
場
面
の
描
写
と
か

が
、
自
然
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
は
、
場
面
・
叙

述
の
性
格
・
展
開
の
呼
吸
に
お
い
て
、
た
し
か
に
共
通
す
る
要
素
が
多
い
。

女
が
男
に
犯
さ
れ
る
場
面
　
－
　
と
い
え
ば
、
芥
川
竜
之
介
に
『
薮
の
中
』
と

し
て
挺
ら
さ
れ
た
巻
二
十
九
「
具
妻
行
丹
波
国
男
於
大
江
山
被
縛
語
第
二
十

三
」
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
詔
で
は
そ
の
場
面
の
描
写
が
そ
れ
程
詳
し
く

な
い
。

男
此
レ
ヲ
見
ル
ニ
心
移
ニ
ケ
レ
バ
更
二
位
ノ
事
不
思
エ
デ
女
ノ
衣
ヲ
解
ケ
パ

女
可
辞
得
キ
様
元
ケ
レ
バ
云
フ
ニ
随
テ
衣
ヲ
解
ツ
。
然
レ
バ
男
モ
着
物
ヲ
脱

テ
女
ヲ
掻
臥
セ
テ
二
人
臥
ヌ
。
女
云
フ
甲
整
尤
ク
男
ノ
云
フ
ニ
随
テ
本
ノ
男

被
縛
付
テ
見
ケ
ム
ニ
何
許
恩
ケ
ム
。

こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
我
々
は
芥
川
の
作
品
で
多
く
の
証
言
者
の
語
る
と
こ
ろ
か

ら
こ
の
場
面
を
見
て
い
る
の
で
詳
細
な
描
写
と
い
う
印
象
が
あ
る
が
、
実
際
は

右
の
よ
う
な
簡
略
な
叙
述
し
か
な
い
。
で
は
、
同
じ
男
が
女
を
犯
す
場
面
で
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
二
通
り
の
叙
述
の
あ
り
様
が
見
ら
れ
る
の
か
、
そ
こ
　
に
、

「
今
昔
的
」
な
る
も
の
の
一
つ
を
抗
う
契
機
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

巻
四
第
6
話
で
比
丘
の
襲
っ
た
女
は
優
姿
帽
多
の
化
身
で
あ
っ
て
、
男
は
事
を

果
せ
ず
遺
行
く
人
に
笑
わ
れ
る
。
巻
二
十
第
1
0
話
で
は
郡
司
の
妻
を
犯
そ
う
と

し
た
男
が
問
を
失
う
。
巻
三
十
第
1
話
で
も
思
い
が
叶
っ
た
と
平
中
が
亭
ん
だ

時
侍
従
は
男
の
脱
を
す
り
抜
け
て
姿
を
隠
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
謡
で
は
す
べ

て
、
男
達
は
失
敗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
巻
二
十
九
第
2
3
謡

で
は
、
男
は
女
を
犯
し
て
い
る
。
勿
論
そ
こ
に
は
一
語
の
中
心
の
置
き
所
の
問

題
が
あ
る
が
、
こ
の
両
者
の
相
違
は
、
詳
細
な
描
写
が
そ
の
後
に
来
る
失
敗
に

向
け
て
準
備
さ
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
笑

い
を
生
み
出
す
一
つ
の
手
法
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
失
敗
に
先
立
つ
こ
の
よ
う

な
場
面
に
生
き
生
き
と
し
た
描
写
を
与
え
る
こ
と
を
是
と
し
た
「
今
昔
的
」
な

る
も
の
の
反
映
で
も
あ
る
。

三
、
失
仙
力
詔
の
小
話
材
選
択

－
　
巻
五
第
4
話
の
場
合
　
－

痴
者
を
笑
う
話
語
で
詳
糾
な
叙
述
を
見
せ
る
例
は
他
に
も
あ
る
。
巻
五
二
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角
仙
人
被
負
女
人
従
山
来
王
城
語
第
四
」
が
そ
れ
だ
。
あ
る
時
、
雨
あ
が
り
の

山
道
で
足
を
滑
ら
せ
た
一
角
仙
人
が
、
怒
っ
て
竜
王
を
準
え
十
二
年
間
国
内
を

革
腿
に
苦
し
め
た
。
そ
の
間
降
雨
を
願
っ
て
様
々
な
祈
両
が
行
な
わ
れ
た
が
、

功
を
奏
せ
ず
万
策
尽
き
た
国
王
は
、
占
相
師
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
因
を
知
り
大

臣
の
進
言
を
得
、
或
る
美
女
を
し
て
山
中
に
仙
人
を
誘
惑
さ
せ
る
。
女
に
落
ち

た
仙
人
は
仙
力
を
失
い
、
竜
王
は
天
に
上
っ
て
雨
を
降
ら
せ
て
辛
魅
の
難
は
去

っ
た
。
女
に
勾
引
さ
れ
た
仙
人
は
王
城
に
帰
る
と
い
う
女
を
別
れ
の
惜
し
さ
に

堪
え
ず
送
っ
て
ゆ
く
が
、
そ
の
仙
力
を
失
っ
た
様
子
は
王
城
の
人
の
嘲
笑
の
的

と
な
る
。
こ
の
話
柄
は
、
宝
物
集
（
九
冊
本
。
叙
述
は
簡
略
だ
が
内
容
か
ら
見
て
本
葉

話
に
近
い
。
）
・
太
平
記
巻
三
十
七
二
二
国
伝
記
巻
二
㈹
（
共
に
叙
述
は
源
泉

に
近
い
。
）
・
謡
曲
（
「
一
角
仙
」
）
・
歌
舞
伎
（
「
鳴
神
」
）
等
に
も
見
ら

れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
説
話
の
一
つ
だ
が
、
法
苑
珠
林
（
以
下
略
し
て
珠
林

と
す
る
。
）
巻
七
十
一
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
大
智
度
論
巻
十
七
の
話
を
源
泉

と
す
る
。
本
集
話
は
大
筋
を
源
泉
と
等
し
く
す
る
も
の
の
、
草
必
対
策
に
つ
い

て
の
王
を
中
心
と
す
る
論
義
・
女
の
行
動
等
の
小
話
材
を
略
し
て
い
る
。
そ
こ

に
、
本
話
柄
が
仙
人
失
仙
人
力
詔
と
し
て
説
詣
叙
述
を
「
連
続
的
、
直
紋
的
、

集
中
的
に
描
き
進
め
」
　
（
国
東
文
麿
氏
「
説
話
と
説
話
文
学
」
、
解
釈
と
鑑

賞
、
昭
4
0
・
2
）
て
来
た
説
話
伝
承
の
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
本
集
話
に
お
い
て
仙
人
力
失
墜
後
の
一
角
仙
人
の
描
写
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。

因
（
女
が
仙
人
の
）
前
立
テ
行
ク
ヲ
見
レ
パ
頭
ハ
雪
ヲ
戴
タ
ル
如
ゾ
、
面
ハ
波

（
へ
）

ヲ
丑
ミ
テ
額
ニ
ハ
角
l
ツ
生
ヒ
ク
リ
、
腰
ハ
二
ヱ
ニ
曲
テ
苔
ノ
衣
ヲ
被
キ
タ

リ
。
錫
杖
ヲ
杖
二
突
キ
ワ
ナ
～
キ
遥
ヒ
行
ク
ヲ
見
ル
ニ
且
ハ
鳴
呼
ガ
マ
シ
ク

且
ハ
備
シ
。
而
ル
程
一
二
ノ
谷
ヲ
渡
ル
ニ
（
中
崎
）
其
ノ
所
二
至
テ
女
聖
人

ニ
云
ク
、
「
此
ノ
所
コ
ソ
難
渡
得
ク
侍
レ
。
見
ル
ニ
ソ
ラ
目
時
ル
1
心
地
シ

テ
物
不
忠
ズ
。
何
況
ヤ
嘩
フ
ム
事
ヲ
ヤ
。
聖
人
ハ
常
二
行
キ
習
ヒ
給
へ
リ
、

我
レ
ヲ
負
テ
渡
り
給
へ
」
ト
。
聖
人
此
ノ
人
二
心
深
ク
移
ケ
レ
バ
云
フ
事
難

背
ク
テ
、
「
然
力
侍
ル
事
也
、
負
ハ
レ
給
へ
」
ト
云
フ
。
中
ミ
ニ
匪
ハ
採
断
ツ

許
ニ
テ
打
チ
落
ヤ
為
ム
ト
怖
ケ
レ
ド
モ
負
ハ
レ
ヌ
。
其
ノ
所
ヲ
パ
渡
ヌ
レ
ド

モ
女
、
「
今
暫
シ
」
ト
云
テ
王
城
マ
デ
負
ハ
レ
乍
ラ
入
ヌ
。
遺
ヨ
リ
始
メ
テ
見
ト

見
ル
人
、
其
ノ
山
二
住
ム
一
角
仙
人
卜
云
フ
聖
人
竹
か
ラ
l
女
ヲ
負
王
城
へ
入

ト
テ
若
干
広
キ
天
竺
ノ
人
高
モ
壇
モ
男
女
皆
集
テ
此
レ
ヲ
見
ル
ニ
額
二
角
一

ッ
生
タ
ル
着
ノ
頭
ハ
雪
ヲ
戴
ケ
ル
ガ
如
シ
、
際
ハ
針
ノ
如
シ
テ
錫
杖
ヲ
女
ノ

尻
二
充
テ
ゝ
垂
下
レ
バ
叫
丸
男
上
テ
行
ク
ヲ
咲
ヒ
嘲
ラ
ヌ
人
尤
シ
。

咽
国
王
ノ
宮
二
人
ヌ
レ
バ
国
王
鳴
呼
也
ト
ハ
恩
セ
ド
モ
聖
人
止
事
天
人
也
ト
閲

テ
敬
ヒ
畏
リ
テ
、
「
速
二
還
り
給
ヒ
ネ
」
ト
有
レ
バ
空
ヲ
飛
テ
行
シ
心
二
此

ノ
皮
ハ
透
ヒ
倒
レ
テ
ゾ
還
ニ
ケ
ル
。

脚
力
ク
鳴
呼
ナ
ル
聖
人
コ
ソ
有
ケ
レ
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
〓
耳
。

源
泉
謡
に
お
け
る
こ
の
場
面
の
叙
述
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

紬
即
便
共
出
。
去
城
不
遠
。
女
便
在
道
中
臥
言
。
我
極
不
能
複
行
。
仙
人
言
。

汝
不
能
行
者
。
騎
我
項
上
。
常
担
汝
去
。
女
先
遣
信
白
王
。
王
可
槻
我
智

能
。
王
勅
厳
掲
出
而
鶴
之
。
問
言
。
何
由
得
田
。
女
自
三
言
。
我
以
方
便
力

故
今
巳
如
是
。
仙
人
無
所
復
能
。

㈲
令
住
城
中
好
供
養
恭
敬
之
。
足
五
所
欲
拝
為
大
臣
。
住
城
少
自
身
転
尻
軽
。

念
禅
定
心
楽
厭
世
欲
。
王
問
仙
人
。
汝
何
不
楽
。
身
転
鼠
控
。
仙
人
谷
王
。

我
難
得
五
欲
。
常
自
憶
念
林
間
閑
静
諸
仙
遺
処
。
不
能
復
去
心
。
王
自
思

惟
。
若
能
強
違
其
志
為
苦
。
苦
極
則
死
。
本
以
求
除
草
患
。
今
己
得
之
。
雷

復
何
縁
強
奪
其
志
。
即
発
迫
之
。
既
還
山
中
。
精
進
不
久
。
還
得
五
通
。

（
引
用
は
大
正
新
碩
大
蔵
塵
第
五
十
三
巻
所
収
の
疎
林
本
文
に
よ
る
。
）
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右
の
本
集
話
と
源
泉
語
と
の
叙
述
を
比
殴
す
れ
ば
、
㈲
で
の
本
集
話
に
お
け

る
増
幅
・
改
変
、
㈲
で
の
省
略
・
改
変
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
内
、
恥

の
末
尾
の
改
変
、
即
ち
本
話
柄
の
結
末
の
つ
け
方
に
見
ら
れ
る
相
違
の
あ
り
椋

は
、
こ
こ
で
注
目
し
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
源
泉
話
が
「
既
遠
山
中
。
精
進
不
久
。

還
得
五
通
」
と
し
て
仙
人
自
ら
の
意
志
と
精
進
に
よ
っ
て
仙
人
力
復
活
を
遂
げ

さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
集
話
で
は
あ
く
ま
で
も
「
鳴
呼
ナ
ル
聖
人
」
と
し
て

一
貫
し
た
描
写
を
与
え
る
べ
く
改
変
を
得
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
話

柄
が
長
い
伝
承
過
程
を
経
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
本
邦
の
説
話

に
お
け
る
高
僧
・
仙
人
の
失
験
力
・
失
仙
人
力
詔
は
、
失
墜
後
の
出
来
事
に
一

語
の
中
心
が
あ
る
場
合
は
別
と
し
て
、
そ
の
験
力
・
仙
人
力
を
復
活
さ
せ
る
こ

と
な
く
失
っ
た
事
実
を
舞
っ
て
終
る
の
が
常
で
あ
る
。
久
米
仙
人
然
り
、
浄
蔵

然
り
で
あ
る
。
本
話
柄
も
そ
の
よ
う
な
伝
承
類
型
の
洗
礼
を
受
け
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
業
話
が
源
泉
に
直
接
採
取
し
な

か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
首
肯
さ
れ
る
も
の
と
思
う
が
、
更
に
、
叙
述
中
に
仮
名

賓
自
立
語
の
散
見
す
る
所
か
ら
し
て
も
、
今
昔
が
何
ら
か
の
本
邦
先
行
説
話
資

料
に
依
拠
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
山
口
氏
先
掲
論
文
）
。

と
こ
ろ
で
、
本
集
話
が
既
に
成
立
し
て
い
た
本
邦
の
先
行
説
話
資
料
に
依
拠

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
点
は
先
の
引
用
部
分
に
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
を
抗
お

う
と
す
る
上
で
不
都
合
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

紬
の
場
面
が
本
集
謡
に
お
い
て
大
幅
な
増
幅
を
得
て
い
る
こ
と
は
、
先
の
資

料
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
叙
述
は
、
類
型
的
な
表
現
を
駆
使
し
聖
人
と
愚
行

と
の
落
差
を
利
用
し
な
が
ら
具
体
的
で
詳
細
な
描
写
を
与
え
、
㈲
の
改
変
さ
れ

た
結
末
と
の
呼
応
を
準
備
す
る
か
の
如
く
、
仙
人
が
い
か
に
「
鳴
呼
ガ
マ
シ

ク
」
あ
っ
た
か
を
執
拗
に
た
た
み
か
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

曽
丹
説
話
、
元
甜
落
馬
説
話
等
を
収
め
る
巻
二
十
八
に
散
見
す
る
痴
者
詔
に
お

け
る
笑
い
の
呼
吸
の
存
在
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
愚
行
・
俗
性
に

対
し
て
容
放
な
く
肇
を
運
ぶ
一
種
の
あ
く
ど
さ
も
見
て
と
れ
る
。
こ
れ
は
本
朝

部
の
世
俗
説
話
に
通
じ
る
要
素
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
要
素
を
含
み
持
つ
こ
の

場
面
に
今
昔
が
ど
れ
程
興
味
を
そ
そ
ら
れ
て
い
た
か
は
、
本
英
語
の
題
名
の
あ

り
様
を
見
れ
ば
納
得
が
い
く
。
つ
ま
り
、
今
昔
は
、
本
話
柄
を
仙
人
失
仙
人
力

語
と
し
て
把
握
し
な
が
ら
も
、
そ
の
失
仙
入
力
後
の
一
角
仙
人
の
姿
・
行
為
そ

の
も
の
に
よ
り
強
い
興
味
を
抱
い
て
本
張
に
収
録
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
他
の
説
話
資
料
に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
話
柄
で
は
、

本
集
話
と
同
一
の
資
料
に
拠
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
宝
物
集
を
は
じ
め
、
す
べ
て

こ
の
因
の
場
面
、
他
の
結
末
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ら
が
本
話
柄
を

仙
人
失
仙
人
力
の
一
点
だ
け
で
捉
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
依
拠
資

料
に
対
し
た
際
の
説
話
的
興
味
の
所
在
が
今
昔
と
他
説
話
資
料
と
で
相
違
し
、

そ
れ
が
こ
の
場
面
の
選
択
結
果
に
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
に
、
今

昔
に
お
け
る
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
に
基
く
小
諸
材
選
択
の
独
自
性
を
見
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

四
、
酔
婆
羅
門
に
向
け
ら
れ
た
今
昔
の
眼

－
　
巻
－
第
2
8
話
の
検
討
1

二
・
三
節
で
は
今
昔
天
竺
部
所
収
説
話
中
の
叙
述
増
幅
・
小
話
材
選
択
例
か

ら
二
つ
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
世
俗
部
説
話
に
通
じ
る
「
今
昔
的
」
な
る
も
の

を
見
た
。
本
節
で
は
更
に
説
話
叙
述
の
改
変
例
を
と
り
あ
げ
て
考
察
を
進
め

る
。（
本
集
詣
）
①
其
ノ
後
御
弟
子
等
仏
二
間
ヒ
奉
テ
云
ク
、
①
「
何
ノ
故
有
テ
カ
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此
ノ
婆
羅
門
琴
テ
走
り
去
ゾ
」
ト
。
◎
仏
答
テ
宣
バ
ク
、
「
㊤
此
ノ
人
ハ
走

塁
劫
ノ
中
二
写
l
出
家
ノ
心
元
シ
。
⑤
而
二
今
酒
二
酔
テ
本
ノ
心
元
キ
ガ
故

二
出
家
シ
テ
法
衣
ヲ
着
セ
リ
。
⑥
酔
覚
テ
後
驚
テ
走
り
去
也
。
①
但
シ
、
此

ノ
出
家
ノ
緑
二
依
テ
後
一
遠
来
ヲ
証
ス
ベ
シ
」
ト
。
⑧
仏
酒
ヲ
討
シ
メ
給
ト
云

へ
ド
モ
此
ノ
婆
羅
門
ノ
為
ニ
ハ
酔
テ
此
ク
出
家
セ
ル
一
戸
依
テ
酒
ヲ
免
シ
給
ケ

リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
〓
尋
。

（
珠
林
）
①
諸
比
丘
問
仏
。
①
何
以
聴
此
酔
婆
羅
門
作
比
丘
。
㊥
仏
言
。
④
此

婆
羅
門
無
畳
劫
中
部
（
初
）
無
出
家
心
。
⑤
今
因
酔
故
暫
発
微
心
。
⑦
以
此
因

縁
故
後
常
出
家
得
遺
。
⑨
如
是
種
種
因
縁
。
出
家
之
利
功
徳
無
宅
　
（
括
弧

内
は
大
智
皮
論
本
文
と
の
校
異
を
示
す
。
）

右
は
巻
一
「
婆
羅
門
依
酔
不
意
出
家
語
第
二
十
八
」
の
源
泉
話
（
大
智
皮
論

巻
十
三
－
珠
林
型
一
十
二
に
も
所
収
－
）
と
の
比
較
資
料
の
一
部
で
あ
る
。
酒

に
酔
っ
た
婆
羅
門
が
自
ら
出
家
を
申
し
出
た
の
で
仏
は
す
か
さ
ず
阿
難
に
剃
髪

（
マ
†
）

せ
し
め
た
が
、
婆
羅
門
は
酔
覚
め
て
後
自
ら
の
姿
を
見
て
「
奇
異
ノ
恩
ヲ
成
シ

テ
驚
キ
椎
ム
デ
走
り
去
ヌ
」
　
（
源
泉
「
驚
怖
（
怪
）
己
身
忽
為
比
丘
即
便
走

去
」
。
以
上
、
一
話
中
の
出
来
事
を
叙
述
し
た
部
分
）
。
そ
れ
を
見
て
い
た
仏

弟
子
と
仏
と
の
問
答
の
場
面
、
及
び
説
話
末
文
（
⑧
）
が
こ
の
部
分
で
あ
る
。
本

集
詔
と
源
泉
話
と
は
比
較
的
近
似
し
た
叙
述
を
も
っ
て
い
て
、
源
泉
資
料
に
今

昔
が
直
接
採
取
し
た
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
源
泉
話
に
近
い
叙
述
を
も
っ
た

説
話
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
に
は
二
箇
所
に
相
違
が
見
出

さ
れ
る
。
一
つ
は
⑨
の
仏
弟
子
の
問
い
、
二
つ
に
は
⑧
の
説
話
末
文
が
そ
れ
で

あ
る
。
と
も
に
改
変
で
あ
る
。

改
変
部
分
の
内
、
前
者
は
、
源
泉
で
酔
婆
羅
門
の
出
家
を
聴
し
た
仏
の
意
図

に
つ
い
て
で
あ
っ
た
の
を
、
酔
が
さ
め
て
走
り
逃
げ
た
婆
羅
門
の
行
動
に
対
す

る
問
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
話
全
体
の
話
題
人
物
を
誰
と
し
た
か

の
相
違
に
義
く
改
変
と
見
ら
れ
る
。
源
泉
話
は
仏
を
話
題
人
物
と
す
る
。
従
っ

て
⑨
の
問
い
は
仏
の
行
為
の
意
味
を
問
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
本
集
話
で
は
婆

羅
門
を
話
題
人
物
と
見
て
い
る
。
こ
れ
は
木
話
の
題
名
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
①
の
問
い
は
そ
の
嬰
羅
門
の
行
動
に
つ
い
て
問
う
こ
と
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
問
い
に
対
す
る
源
泉
の
答
は
、
仏
が
自
身
の
所
為
の
も
つ
意
味
を
説
い
た

も
の
で
し
か
な
い
。
そ
こ
で
本
集
詔
で
は
、
⑤
後
半
の
改
変
を
含
め
て
◎
を
加

筆
し
、
婆
羅
門
の
行
動
に
つ
い
て
の
問
い
に
対
す
る
答
を
独
自
に
用
意
し
て
い

る
。
そ
し
て
自
身
の
問
い
へ
の
答
と
し
て
は
必
要
の
な
い
源
泉
①
に
は
、
「
但
シ
」

書
き
で
補
う
処
置
を
施
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
話
題
人
物
の
改
変
が
も
つ
意
味
は
大
き
い
。
仏
か
ら
婆
羅
門
へ
の

改
変
－
絶
対
者
か
ら
一
個
の
人
間
へ
の
改
変
で
あ
る
。
動
き
の
な
い
登
場
人

物
か
ら
内
外
両
に
わ
た
っ
て
様
々
な
変
容
を
見
せ
て
動
く
登
場
人
物
へ
の
視
点

の
移
動
で
あ
る
。
改
変
は
こ
の
視
点
の
移
動
を
意
味
す
る
。
視
点
の
移
動
を
要

請
し
た
も
の
、
そ
れ
を
人
間
へ
の
興
味
と
い
っ
て
み
よ
う
。
厳
密
に
い
え

ば
、
内
外
面
に
動
き
を
も
つ
人
間
の
そ
の
動
き
そ
の
も
の
に
対
す
る
興
味
で
あ

る
。
こ
れ
が
改
変
を
成
立
さ
せ
た
。
興
味
に
端
を
発
し
無
意
識
樫
に
達
成
し
て

い
た
視
点
の
移
動
が
叙
述
の
改
変
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
視
点
の
移
動
に
よ
る
改
変
は
本
集
謡
に
お
け
る
個
性
的
な

説
話
の
扱
い
方
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
今
昔
独
自
の
も
の
で
あ
っ

た
よ
う
で
、
今
昔
と
の
関
係
が
深
い
と
認
め
ら
れ
る
三
宝
絵
詞
の
序
文
に
は
源

泉
と
同
じ
説
話
の
扱
い
方
が
見
ら
れ
る
。

只
一
日
一
夜
の
出
家
の
功
徳
諸
の
事
の
中
に
無
比
。
仏
界
骨
董
給
ひ
魔
軍
は

悉
振
ふ
。
生
死
海
の
船
理
輿
の
山
頼
也
と
讃
給
へ
リ
。
因
玉
婆
羅
門
暫
程
酔

て
僧
形
に
成
か
ば
此
故
に
後
に
法
を
開
き
。
造
花
色
が
戯
に
尼
の
衣
を
服
け

る
は
其
力
に
今
仏
に
奉
過
れ
り
。
酔
の
迷
ひ
戯
の
衣
成
し
だ
に
善
根
遂
不
空
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け
れ
ば
賢
心
実
志
な
る
（
は
）
功
徳
弥
難
量
し
。

（
引
用
は
山
田
孝
雄
氏
『
三
宝
桧
略
注
』
に
よ
る
。
）

金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
に
も
本
話
柄
が
あ
る
（
九
丁
オ
）
が
、
そ
こ
で

も
、
源
泉
話
に
近
い
説
話
内
容
が
叙
述
さ
れ
（
①
の
問
い
を
欠
く
）
、
次
の
よ

う
な
詣
末
文
が
見
出
さ
れ
る
。

酔
ノ
乱
レ
戯
ノ
態
尚
如
此
シ
。
何
況
自
ラ
発
心
シ
企
思
テ
出
家
［
＝
∪
道
功
徳

ヲ
ヤ
。
（
引
用
は
碧
沖
洞
琵
宙
第
4
9
伍
に
よ
る
。
句
点
は
私
に
加
え
た
。
）

又
、
沙
石
集
で
も
巻
二
間
に

又
酔
ノ
中
：
出
家
ノ
心
ヲ
発
シ
終
二
如
法
出
家
ノ
緑
ト
成
ト
イ
ヘ
リ
。

（
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
）

の
記
事
が
あ
り
、
宝
物
集
（
九
m
本
）
も
同
様
の
説
話
の
扱
い
を
見
せ
て
い

る
。
更
に
言
泉
集
に
は
源
泉
話
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
叙
述
が
あ
る
。
三
国
伝

記
も
巻
五
㈹
に
本
話
柄
を
所
収
す
る
が
、
そ
れ
は
や
は
り
仏
を
話
題
人
物
と
す

る
視
点
に
貫
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
諸
例
は
本
話
柄
の
流
伝
の
あ
り
様
を
探
る
手
掛
り

な
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
、
酔
婆
羅
門
の
行
動
に
視
点
を
定
め
て
一
語
を
構
成

し
た
本
集
話
の
如
き
説
話
と
し
て
本
話
柄
が
伝
承
さ
れ
た
形
跡
を
見
出
す
こ
と

は
難
し
い
。
そ
れ
は
今
昔
独
自
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
こ
こ

で
の
人
間
へ
の
興
味
に
端
を
発
し
た
視
点
の
移
動
に
基
く
改
変
は
、
「
今
昔

的
」
な
る
も
の
を
か
い
ま
見
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
加
え
て
い
え
ば
、
そ
の

興
味
は
、
二
・
三
節
で
み
た
世
俗
部
説
話
に
通
ず
る
叙
述
増
幅
・
小
話
材
選
択

を
支
え
る
力
で
も
あ
っ
た
筈
の
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
視
点
の
移
動
に
よ
る
独
白
の
説
話
の
扱
い
方
を
示

し
た
本
集
話
は
、
し
か
し
話
末
文
で
は
改
変
を
得
な
が
ら
も
源
泉
話
へ
の
回
帰

の
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
話
末
文
は
仏
が
「
酒
ヲ
免
シ
」
た
こ
と
へ
の
注
記
を

内
容
と
す
る
が
、
そ
れ
を
生
む
経
緯
に
、
先
に
改
変
に
よ
っ
て
棄
て
ら
れ
た
源

泉
詣
◎
文
が
介
在
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
集
話
の
話
末
文
が
示
す
読
み
に
従
え
ば
、
源
泉
話
◎
文
は
仏
が
酔
婆
羅
門

を
聴
す
、
即
ち
仏
が
「
酒
ヲ
免
シ
」
た
こ
と
へ
の
問
い
で
あ
る
。
問
い
の
谷
で

あ
る
源
泉
話
④
・
⑤
・
⑦
の
仏
の
こ
と
ば
は
「
此
ノ
婆
羅
門
ノ
為
ニ
ハ
」
と
い

う
限
定
付
き
で
仏
が
「
酔
テ
此
ク
出
家
セ
ル
ニ
依
テ
酒
ヲ
免
シ
」
た
説
明
と
理
解

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
集
話
㊥
文
の
示
す
源
泉
説
話
に
つ
い
て
の
本
集
話
の

読
み
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
本
集
話
◎
文
の
注
記
を
本
集
話
が
本
話
柄
か
ら
抽

出
し
た
教
訓
的
主
題
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
に
は
源
泉
話
主
題
◎
文
も
浅
い
影

を
投
げ
か
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
源
泉
話
◎
文
が
導
く
筈
の
、

た
と
え
ば
「
後
二
当
二
出
家
待
遇
ス
ベ
シ
、
依
テ
出
家
ヲ
免
シ
給
ヒ
ケ
リ
」
と

い
っ
た
「
出
家
之
利
功
徳
」
の
主
題
に
は
、
遂
に
到
達
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
自
ら
の
興
味
に
よ
っ
て
説
話
内
容
の
叙
述
部
分
へ
の

改
変
を
加
え
て
独
自
の
扱
い
を
示
し
な
が
ら
も
話
柄
の
主
題
は
源
泉
話
に
忠
実

で
あ
ろ
う
と
し
た
本
集
詔
の
姿
勢
を
教
え
る
が
、
一
方
で
は
忠
実
で
あ
り
得
な

か
っ
た
本
集
謡
の
あ
り
楳
を
も
露
呈
し
た
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ

に
本
集
話
の
個
性
的
な
話
末
文
の
あ
り
枝
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
先

の
源
泉
謡
の
主
誼
を
強
調
す
る
関
係
諸
説
詰
資
料
で
の
本
話
柄
に
対
す
る
説
話

把
握
の
あ
り
様
と
の
対
比
に
お
い
て
、
今
昔
独
自
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
本
集
話
の
詰
末
文
が
源
泉
話
に
近
い
叙
述
を
も
つ
説
話
に
依
拠

し
た
と
見
ら
れ
る
今
昔
自
身
の
手
に
よ
る
改
変
を
経
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

問
題
は
、
依
拠
説
話
の
源
泉
①
文
を
仏
が
「
酒
ヲ
免
シ
」
た
こ
と
へ
の
問
い
と

今
昔
が
解
し
た
所
に
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
解
し
た
の
か
。
こ
れ
は
蓋
し
、
仏
が

「
酒
ヲ
誠
シ
メ
給
」
　
（
本
集
託
㊥
文
）
う
た
と
い
う
既
得
知
識
へ
の
こ
だ
わ
り

30



の
粗
さ
に
よ
る
。
こ
の
こ
だ
わ
り
が
一
話
中
の
出
来
事
を
叙
述
し
た
部
分
を
、

更
に
は
源
泉
◎
文
の
「
何
以
聴
此
酔
婆
羅
門
作
比
丘
」
に
近
い
依
拠
説
話
の
叙

述
を
、
驚
き
を
伴
な
っ
て
仏
が
「
酒
ヲ
免
シ
」
た
こ
と
へ
の
問
い
と
読
ま
せ
た

の
で
あ
る
。

「
不
飲
酒
戒
」
破
戒
、
こ
の
罪
を
犯
し
た
も
の
は
叫
喚
地
獄
へ
墜
ち
る
。
そ

れ
は
妄
語
破
戒
に
次
ぐ
重
罪
で
、
殺
生
に
千
倍
、
伶
盗
に
百
倍
、
邪
姑
に
十
倍

す
る
刑
罰
を
受
け
る
。
余
罪
あ
る
も
の
は
こ
の
類
で
は
な
い
。
更
に
苛
酷
な
刑

を
身
に
受
け
る
。
－
　
こ
れ
は
往
生
要
集
に
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
昔
は
こ
の
「
不
飲
酒
戒
」
破
戒
に
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
だ
わ
り

を
以
っ
て
依
拠
説
話
の
源
泉
◎
文
を
解
し
、
答
を
源
泉
④
・
⑤
・
①
文
に
求

め
、
話
末
文
を
作
成
し
た
。
源
泉
主
題
を
踏
襲
し
た
と
見
ら
れ
る
依
拠
説
話
の

説
話
把
握
と
の
比
較
で
い
え
ば
、
出
家
の
利
功
徳
が
五
戒
に
優
先
す
る
こ
と
を

説
く
依
拠
説
話
に
対
し
、
今
昔
は
あ
く
ま
で
も
五
戒
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
に
出
家
の
利
功
徳
が
説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
こ
だ

わ
り
が
本
話
柄
を
「
出
家
之
利
功
徳
」
詔
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
い

る
。
即
ち
、
こ
こ
に
又
、
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
の
一
側
面
を
琴
っ
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
だ
わ
り
は
、
殺
生
・
倫
盗
・
邪
拡
・
飲
酒
・
妄
語
を

中
心
詣
材
と
す
る
説
話
を
好
ん
で
収
め
る
本
朝
世
俗
部
に
見
ら
れ
る
「
今
昔
的
」

な
る
も
の
と
は
極
め
て
異
質
で
あ
る
。

以
下
、
世
俗
部
と
は
異
質
な
こ
の
側
面
に
つ
い
て
考
案
を
進
め
る
。

五
、
婆
羅
門
は
意
者
1
－
今
昔
の
固
定
観
念
・
I
　
－

前
節
で
と
り
あ
げ
た
巻
一
第
2
8
詔
は
酔
っ
た
婆
羅
門
を
話
題
人
物
と
す
る
話

で
あ
っ
た
が
、
本
集
の
説
話
に
登
場
す
る
婆
羅
門
を
見
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
仏
敵
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
仏
典
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
婆
羅
門
が
極
悪

非
道
の
仏
敵
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
だ
が
、
本
集
の
説
話
で
は
あ
く
ま
で
も
婆

羅
門
を
悪
者
扱
い
に
す
る
。

巻
四
「
天
竺
夢
羅
門
貿
死
人
頭
売
語
型
二
十
」
は
、
婆
羅
門
が
耳
に
緒
を
貫

い
て
売
っ
て
い
た
死
人
の
所
を
智
者
が
緒
を
抜
い
て
買
い
と
り
塔
を
立
て
て
供

養
し
た
と
こ
ろ
天
人
が
下
り
て
き
て
礼
拝
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
源
泉
は
付

法
蔵
経
で
珠
林
巻
十
七
に
も
見
え
る
話
で
あ
る
。
沙
石
集
巻
二
間
に
も
本
話
柄

が
あ
り
、
源
泉
に
近
い
姿
を
保
っ
て
い
る
。

本
巣
話
と
源
泉
話
と
の
両
者
間
で
そ
の
説
話
内
容
を
比
較
す
る
と
、
次
の
四

点
で
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。

ヽ

　

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

川
婆
羅
門
が
耳
に
緒
を
貫
い
て
死
人
の
所
を
売
る
点
。
（
源
泉
・
沙
石
集
は

ヽ
「
売
」
と
だ
け
あ
る
。
）

佃
婆
羅
門
が
売
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
の
を
見
る
人
が
罷
り
笑
う
点
。
（
源

泉
で
は
、
売
れ
な
い
の
を
怒
っ
た
婆
羅
門
が
城
内
の
人
を
愚
痴
だ
と
罵
り

「
怠
名
聞
を
流
す
ぞ
」
と
脅
迫
す
る
。
沙
石
集
な
し
。
）

制
法
華
経
を
聴
い
た
者
の
耳
に
は
緒
を
貫
か
な
い
と
し
て
智
者
が
緒
を
抜
く

点
。
（
源
泉
・
沙
石
集
と
も
、
接
を
聴
い
た
者
の
耳
は
穴
が
深
い
と
し
て
、

買
う
者
が
銅
箸
で
耳
を
貫
き
試
み
て
い
る
。
）

屈
天
人
が
下
り
て
来
て
供
養
す
る
点
。
（
源
泉
・
沙
石
其
は
所
を
買
っ
た
人
が

天
に
生
ま
れ
た
と
す
る
。
）

同
は
別
説
話
型
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
見
て
今
措
く
が
、
川
・
脚
・
脚
に
つ

い
て
は
そ
の
相
違
を
一
連
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
改
変
が
見

て
と
れ
る
。

本
話
柄
の
中
心
詔
材
で
あ
る
川
に
お
け
る
相
違
は
、
開
法
の
耳
に
つ
い
て
、

そ
れ
を
、
（
本
条
話
＝
）
糖
を
貫
く
よ
う
な
残
忍
な
行
為
を
受
け
る
べ
き
で
は
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な
い
と
す
る
か
、
（
源
泉
・
沙
石
集
＝
）
智
恵
高
勝
に
し
て
分
別
心
を
備
え
穴

が
深
い
と
す
る
か
の
相
違
で
あ
り
、
又
、
耳
を
黒
く
具
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
、

（
本
集
話
＝
）
開
法
者
の
身
を
損
傷
す
る
具
と
す
る
か
、
（
源
泉
・
沙
石
集
＝
）

智
恵
・
開
法
の
皮
を
測
る
計
器
と
見
な
す
か
の
差
違
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
判

断
の
相
違
を
生
む
背
景
に
は
、
本
話
柄
を
、
（
本
集
話
‖
）
惜
的
に
受
け
と
め

解
釈
す
る
か
、
（
源
泉
・
沙
石
集
＝
）
あ
く
ま
で
知
的
に
理
解
す
る
か
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
内
質
の
異
な
り
が
あ
る
と
見
ら
れ
よ
う
。

本
英
語
は
本
話
柄
を
知
的
に
理
解
せ
ず
惜
的
に
受
け
と
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
開
法
の
耳
は
緒
を
貴
く
よ
う
な
残
忍
な
行
為
を
受
け
る
べ
き
で
な
い
と
し

て
改
変
を
企
図
し
て
い
る
。
耳
を
貫
く
具
を
開
法
者
の
身
を
傷
つ
け
る
も
の
と

ヽ

　

ヽ

す
る
本
集
話
は
、
そ
の
行
為
者
に
仏
敵
婆
羅
門
を
抜
擢
す
る
（
川
）
。
そ
の
よ

ぅ
な
愚
行
を
「
見
ル
老
」
と
共
に
笑
い
（
脚
）
な
が
ら
・
慈
悲
深
い
仏
教
信
奉

者
た
る
智
者
の
行
為
と
し
て
緒
を
抜
か
せ
供
養
さ
せ
る
（
川
）
の
で
あ
る
。

沙
石
英
に
源
泉
と
同
様
の
説
話
の
扱
い
が
見
ら
れ
る
所
か
ら
、
こ
の
改
変
を

今
昔
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
そ
う
で
な
い
と

し
て
も
、
階
的
な
説
話
理
解
に
基
き
悶
法
者
の
身
を
傷
つ
け
る
と
い
う
仏
教
的

悪
行
・
愚
行
を
婆
羅
門
の
所
為
で
あ
る
と
改
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
語
が
再

構
成
さ
れ
て
い
る
本
集
話
を
、
今
昔
が
受
け
入
れ
た
所
に
は
、
今
昔
の
婆
羅
門

像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

源
泉
話
に
改
変
を
加
え
て
婆
羅
門
を
悪
者
に
仕
立
て
て
い
る
例
は
、
巻
四

「
天
竺
長
者
婆
羅
門
牛
突
語
第
三
十
三
」
に
も
あ
る
。
源
泉
は
四
分
律
で
疎
林

巻
七
十
六
に
も
所
引
の
説
話
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
長
者
が
自
分
の
牛
と
力

較
べ
を
す
る
者
を
募
る
の
を
聞
い
た
婆
羅
門
の
牛
が
、
日
ご
ろ
大
切
に
養
っ
て

く
れ
て
い
る
主
人
喀
羅
門
の
恩
に
報
い
よ
う
と
思
い
、
婆
羅
門
に
自
分
を
長
者

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

牛
と
力
較
べ
さ
せ
る
よ
う
に
言
う
い
き
さ
つ
が
語
ら
れ
、
試
合
で
は
最
初
主
人

ヽ

に
誇
ら
れ
て
負
け
る
が
二
千
両
を
賎
け
た
次
の
試
合
に
自
分
を
貿
め
さ
せ
て
長

者
牛
を
打
ち
負
か
し
、
璃
け
金
を
婆
羅
門
の
手
中
に
納
め
さ
せ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
集
話
で
は
「
い
き
さ
つ
」
の
部
分
が
な
く
、
勝
者
が

逆
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
牛
の
力
撃
べ
詔
と
し
て
、
長
者
牛
が
婆
羅
門
牛
を

最
終
的
に
打
ち
負
か
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
長
者
が

ヽ

魔
け
金
三
千
両
を
手
に
す
る
。

本
集
話
と
源
泉
話
と
の
間
に
は
賎
け
金
の
額
に
相
違
が
あ
り
、
両
者
の
直
接

関
係
を
い
う
こ
と
が
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
者
牛
と
婆
羅
門
牛
と
の
防

者
の
逆
転
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
伝
承
過
程
で
の
も
の
と
い
う
よ
り
一
回
的
な

改
変
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
今
昔
の
営
為
を
見
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
も
ま
た
、
勝
者
逆

転
の
改
変
に
よ
っ
て
一
話
が
再
構
成
さ
れ
た
話
を
、
今
昔
が
受
け
入
れ
た
所
に

は
、
今
昔
の
婆
羅
門
像
の
介
在
が
指
摘
で
き
る
。
婆
羅
門
＝
仏
敵
＝
悪
者
、
長

者
＝
前
世
に
善
業
あ
っ
た
も
の
＝
薄
着
、
と
い
う
固
定
し
た
認
識
の
介
在
で
あ

る
。
善
因
蕃
果
・
悪
因
悪
果
の
因
果
応
報
の
論
理
が
今
昔
に
と
っ
て
の
思
考
・
認

識
の
基
盤
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
巻
二
に
蒐
集
さ
れ
た
諸
話
に
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
悪
者
婆
羅
門
に
賎
け
金
を
与
え
る
話
で
あ
れ
ば
今
昔
は
採
用
し

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
昔
に
は
そ
う
い
う
所
が
あ
る
。

以
上
の
本
集
の
説
話
に
お
け
る
婆
羅
門
へ
の
改
変
例
を
見
れ
ば
、
今
昔
の
婆

羅
門
像
が
ど
れ
程
根
深
い
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
前
．

節
で
の
五
戒
に
こ
だ
わ
っ
た
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
に
通
じ
て
い
る
。

六
、
提
婆
遥
多
は
五
逆
の
愚
人
　
－
　
今
昔
の
固
定
観
念
・
Ⅲ
1

カ
†
チ

一
称
之
国
ト
云
（
フ
ハ
）
昔
提
婆
達
多
花
色
比
丘
ノ
頭
ヲ
打
破
（
ル
）
、

ナ
モ

故
二
大
地
ヤ
フ
レ
テ
無
間
地
獄
二
堕
（
チ
）
　
シ
時
南
無
仏
（
ト
）
一
度
唱
へ
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シ
ヲ
囚
ト
シ
テ
天
王
如
来
ノ
記
荊
二
預
カ
ン
シ
事
也

こ
れ
は
平
安
末
期
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
三
教
指
帰
の
注
釈
文
献
、
中
山
法

華
経
寺
本
三
教
拍
帰
注
（
『
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研

究
』
、
武
蔵
野
古
院
刊
、
昭
和
5
5
・
8
）
に
見
え
る
記
事
で
あ
る
。
法
華
経
方

便
晶
の
「
若
人
散
乱
心
。
入
於
塔
厨
中
。
一
称
南
無
仏
。
傍
巳
成
仏
道
。
」
を

踏
ま
え
た
表
現
と
さ
れ
る
三
教
指
帰
本
文
「
一
称
之
因
」
に
つ
い
て
、
大
智
度

論
巻
十
四
や
増
一
阿
含
経
巻
四
十
七
に
見
え
る
提
婆
達
多
（
＝
調
達
）
堕
地
獄

詔
を
以
っ
て
注
釈
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

右
の
記
事
で
注
目
し
た
い
の
は
、
無
間
地
獄
に
堕
ち
る
際
に
調
達
が
l
皮

「
南
無
仏
」
と
唱
え
て
天
王
如
来
の
記
別
を
受
け
た
と
あ
る
点
で
あ
る
。
源
泉

で
は
、
大
智
皮
諭
で
「
地
自
然
破
裂
火
車
来
迎
生
入
地
獄
」
、
増
一
阿
含
経
で

「
爾
時
提
婆
達
兜
為
火
所
焼
。
便
発
悔
心
於
如
来
所
正
欲
称
南
無
仏
。
然
不
究

究
這
得
称
南
無
便
入
地
獄
。
」
　
（
引
用
は
共
に
大
正
新
惰
大
蔵
経
に
よ
る
。
）

と
あ
り
、
先
の
如
き
結
末
を
と
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
記
事
を
、
増
一

阿
含
経
の
よ
う
な
記
事
を
基
礎
に
被
注
釈
語
句
「
一
称
之
因
」
の
注
釈
と
し
て

叶
う
よ
う
に
改
変
を
加
え
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
一
方
で
、
そ
こ

に
調
達
が
天
王
如
来
の
記
別
を
受
け
た
こ
と
を
説
く
法
華
経
提
婆
達
多
品
の
影

響
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
五
逆
の
悪
人
と
し
て
描
か
れ

る
調
達
像
と
法
華
経
提
婆
達
多
晶
の
天
王
如
来
の
記
別
を
受
け
た
調
達
像
と

が
、
被
注
釈
語
句
「
一
称
之
因
」
へ
の
注
釈
過
程
で
交
錯
し
、
こ
こ
で
見
る
原

話
を
離
れ
た
姿
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

法
華
経
提
婆
達
多
晶
で
調
達
が
天
王
如
来
の
記
別
を
受
け
る
記
事
は
、
仏
の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

過
去
因
位
の
国
王
が
調
達
の
前
生
阿
私
仙
に
奉
事
し
て
法
華
経
を
得
る
謡
に
見

え
る
。
こ
の
話
は
法
華
八
講
の
薪
行
道
と
し
て
儀
式
化
し
た
も
の
で
、
中
古
・

中
世
を
通
じ
て
最
も
有
名
な
仏
教
説
話
の
一
つ
で
ぁ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
薪

行
道
で
唱
和
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
拾
遺
集
の
行
基
菩
薩
の
歌
を
は
じ
め
、
こ

の
話
を
詠
ん
だ
歌
は
多
い
が
、
就
中
奨
毘
秘
抄
に
は
六
首
が
見
え
る
。
そ
の
内

で
も
、
・
釈
迦
の
御
法
を
受
け
ず
し
て
背
く
と
人
に
は
見
せ
し
か
ど
千
歳
の
勤
を
今
日

聞
け
ば
達
多
は
仏
の
師
な
り
け
る
（
一
一
〇
）

・
達
多
五
逆
の
意
人
と
名
に
は
負
へ
ど
も
ま
こ
と
に
は
釈
迦
の
法
華
経
な
ら
ひ

け
る
阿
私
仙
人
こ
れ
ぞ
か
し
（
一
一
一
）

・
達
多
は
仏
の
敵
な
れ
ど
仏
は
そ
れ
を
も
知
ら
ず
し
て
慈
悲
の
眼
を
開
き
つ
～

法
の
道
に
ぞ
入
れ
た
ま
ふ
　
（
二
四
）

な
ど
は
、
法
華
八
講
で
の
講
説
に
こ
の
詔
が
語
ら
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
も
す

る
。
事
実
、
法
華
経
の
古
注
釈
宙
を
検
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
歌
の
内
容
が
話
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
引
い
た
梁
琶
秘
抄
の
歌
で
は
、
更
に
、
そ
の
構
造
が
五
逆
の
恵
人
と

し
て
の
調
達
と
前
生
に
お
け
る
仏
の
師
と
し
て
の
調
達
と
の
対
比
に
一
つ
の
驚

き
を
付
与
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
既
得
知
識
と
し
て
の

仏
敵
調
達
の
橡
が
法
華
経
の
所
説
に
よ
っ
て
打
ち
壊
わ
さ
れ
て
ゆ
く
、
そ
の
際

ヽ

　

ヽ

の
驚
き
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
驚
き
は
法
華
経
古
注
釈
番
で
は
問
い
と

な
っ
て
表
わ
れ
る
が
、
今
昔
編
者
に
擬
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
忠
尋
の
法
華
文

句
要
義
聞
杏
弟
七
で
は
、
こ
の
点
を
あ
げ
て
法
華
経
の
優
位
性
を
説
い
て
い

る
。さ
て
、
以
上
の
簡
略
な
前
置
き
に
よ
っ
て
も
、
今
昔
の
成
立
頃
に
、
調
達
に

つ
い
て
の
二
種
の
像
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
は
首
肯
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
即

ち
、
多
く
の
仏
典
に
説
か
れ
て
一
般
の
既
得
知
識
と
な
っ
て
い
た
五
逆
の
悪
人

と
し
て
の
調
達
橡
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
生
の
因
縁
に
よ
っ
て
仏
か
ら

天
王
如
来
の
記
別
を
受
け
て
人
々
を
驚
か
せ
た
法
華
経
の
調
達
像
と
で
あ
る
。
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で
は
、
今
昔
に
お
け
る
調
達
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
。

本
節
冒
頭
に
引
い
た
三
教
娼
婦
注
の
話
柄
は
、
本
集
巻
一
「
提
婆
達
多
事
静

仏
語
第
十
」
の
一
謡
材
と
し
て
見
え
る
。
そ
こ
で
は
、

羅
漢
ノ
比
丘
尼
ハ
打
殺
サ
レ
ヌ
。
提
婆
達
多
ハ
大
地
碇
褒
シ
テ
地
獄
二
堕
ヌ
。

其
ノ
入
タ
ル
穴
子
今
有
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
日
刊
。

と
あ
っ
て
、
大
智
皮
論
に
近
い
記
事
を
も
つ
。
「
其
ノ
入
タ
ル
穴
子
今
有
り
」

と
し
て
大
唐
西
城
記
巷
九
の
知
識
に
よ
っ
て
強
調
す
る
あ
た
り
か
ら
は
、
法
華

経
の
調
達
像
を
抗
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

巻
五
「
師
子
衷
漬
千
割
肉
与
発
語
第
十
四
」
は
、
居
眠
り
し
た
隙
に
預
っ
た

猿
の
二
児
（
＝
阿
難
・
羅
揺
羅
）
を
膏
に
奪
わ
れ
た
獅
子
（
＝
仏
）
が
こ
れ
を

取
り
戻
す
た
め
に
自
分
の
股
の
肉
を
ち
ぎ
り
与
え
た
話
で
あ
る
。
本
生
語
の
常

と
し
て
語
末
に
登
場
人
物
が
仏
在
世
時
の
誰
に
あ
た
る
か
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、

其
ノ
師
子
ト
云
ハ
今
ノ
釈
迦
仏
ケ
此
也
。
其
ノ
雄
猿
卜
云
ハ
今
ノ
迦
葉
尊
者

也
、
雌
猿
卜
云
ハ
今
ノ
音
護
比
丘
尼
也
、
二
ノ
猿
ノ
子
ト
云
ハ
今
ノ
阿
難
・

羅
喉
羅
也
、
駕
ト
云
ハ
今
日
日
∪
此
レ
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
l
廿

と
あ
っ
て
ハ
一
話
中
の
悪
者
で
あ
る
駕
が
仏
在
世
時
の
誰
に
比
定
さ
れ
る
の
か

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
日
本
古
典
文
学
大
系
頭
注
は
、

内
閣
本
A
－
林
家
旧
蔵
本
、
流
布
本
系
－
お
よ
び
野
村
本
朱
校
筆
－
対
校
本

は
鈴
木
寛
蔵
本
1
「
提
婆
達
多
」
に
作
る
が
、
珠
林
は
「
会
利
弗
」
　
に
作

る
。
話
の
筋
か
ら
み
れ
ば
、
提
婁
達
多
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
本
集

の
編
者
は
、
原
典
の
記
事
に
疑
を
さ
し
は
さ
み
、
し
ば
ら
く
決
定
を
保
留
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
本
話
の
源
泉
は
大
方
等
大
集
経
巻
十
一
（
珠
林
巻

六
十
四
所
収
）
・
大
智
堅
田
巻
三
十
三
（
経
律
異
相
巻
十
一
所
収
）
だ
が
、
本

集
話
と
の
荘
接
関
係
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
話
柄
を
収
め

る
金
言
類
緊
抄
拳
一
十
三
に
源
泉
話
と
同
様
の
人
物
比
定
の
記
事
が
見
ら
れ
る

所
か
ら
、
依
拠
資
料
と
の
間
に
大
系
本
頭
注
の
指
摘
の
よ
う
な
何
ら
か
の
い
き

さ
つ
が
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
利
根
の
弟
子
と
し
て

の
舎
利
弗
像
と
の
相
違
が
影
響
し
た
と
も
見
ら
れ
る
が
　
（
但
し
、
巻
三
「
舎
利

抑
鬱
緑
暫
舘
㍍
語
第
四
」
で
は
仏
の
口
か
ら
「
舎
利
弗
ハ
前
世
二
毒
蛇
ト
有
リ

キ
。
此
二
依
テ
前
世
ノ
心
深
カ
リ
シ
習
ノ
故
二
今
我
ガ
云
フ
事
ヲ
問
テ
怨
ヲ
成

ス
也
」
と
説
明
さ
れ
て
い
て
、
本
話
柄
の
駕
に
共
通
す
る
舎
利
弗
像
が
描
か
れ

る
。
巻
三
第
5
・
6
話
も
同
趣
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
の
影
響
は
そ

れ
ほ
ど
強
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
）
、
そ
れ
以
上
に
、
悪
者
＝
調
達
の
固
定
し

た
認
識
が
作
用
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

調
達
の
登
場
す
る
話
は
右
の
二
例
の
他
、
巻
三
「
阿
憫
世
王
殺
父
王
語
第
二

十
七
」
で
王
に
父
王
を
殺
す
こ
と
を
勧
め
る
場
面
を
は
じ
め
五
例
あ
る
が
、
J
て

れ
ら
は
い
ず
れ
も
五
逆
の
悪
人
橡
と
し
て
の
調
達
で
あ
る
。
特
に
、
巻
五
「
抜
擢

奈
国
羅
頼
大
臣
擬
罰
国
王
語
第
七
」
で
は
源
泉
に
記
事
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
一
話
中
の
恋
人
で
あ
る
羅
喉
大
臣
を
調
達
の
前
生
と
し
て
説
明
し
て
お
り
、

同
巻
「
大
光
明
王
為
婆
羅
門
与
頭
語
第
八
」
で
は
婆
羅
門
を
雇
っ
て
大
光
明
王

の
頭
を
切
り
取
ら
せ
た
隣
国
の
王
を
調
達
の
前
生
と
し
て
源
泉
（
賢
愚
経
。
隣

国
王
＝
波
旬
、
婆
羅
門
＝
調
達
）
　
と
異
な
る
説
明
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

今
昔
の
手
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
判
定
が
下
し
難
い
が
、
し
か
し
依
拠
資
料
に

す
で
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
今
昔
に
と
っ
て
は
容
易
に
納
得
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
今
昔
の
調
達
像
は
法
華
経
提
婆
達
多
品
の
影
響
を
全
く

受
け
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
諸
仏
典
が
説
い
て
い
て
法
華
経
の

記
事
を
見
聞
す
る
者
に
驚
き
を
も
た
ら
す
程
浸
透
し
て
い
た
既
得
知
識
で
あ
る
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「
五
逆
の
悪
人
と
し
て
の
調
達
像
」
か
ら
一
歩
も
抜
け
出
る
所
の
な
い
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
・
梁
霞
秘
抄
の
記
事
と
比
較
す

れ
ば
、
今
昔
の
旧
解
へ
の
こ
だ
わ
り
に
よ
る
固
定
し
た
認
識
の
あ
り
様
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
も
は
や
今
昔
の
体
質
で
あ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

七
、
天
竺
部
所
収
説
話
か
ら
見
た
「
今
昔
的
」
な
る
も
の

以
上
五
節
に
わ
た
り
、
天
竺
部
所
収
説
話
を
通
し
て
今
昔
を
見
、
そ
こ
か
ら

窺
え
る
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
例
を
示
し
な
が
ら
略
述
し
た
。
そ

こ
に
は
、
本
朝
世
俗
部
に
も
か
よ
う
開
放
的
で
の
び
や
か
な
叙
述
、
或
い
は
人

間
の
動
き
そ
の
も
の
に
強
い
関
心
を
示
す
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
と
、
五
戒
・

悪
人
像
に
つ
い
て
の
既
得
知
識
に
こ
だ
わ
り
、
改
変
ま
で
も
企
て
て
自
己
の
固

定
し
た
認
識
世
界
を
閉
芸
す
る
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
と
の
両
極
が
見
ら
れ
た

よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ら
を
依
拠
説
話
に
忠
実
な
集
大
成
書
と
し
て
当
然
の
姿
と

い
う
こ
と
も
可
能
だ
が
、
そ
れ
ら
が
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
叙
述
増
幅
・
小
話

材
選
択
・
説
話
選
択
・
改
変
を
う
か
が
わ
せ
る
部
面
で
指
摘
で
き
る
点
は
、
や
は

り
、
今
昔
と
は
何
か
を
問
う
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
者
は
本
集
の
世
俗
部

的
説
話
の
存
在
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
者
は
今
昔
の
部
立
や
所
収

説
話
に
見
ら
れ
る
類
索
と
表
現
の
相
剋
に
説
明
を
与
え
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。

現
在
に
到
る
研
究
史
の
な
か
で
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
多
く
の

す
ぐ
れ
た
見
解
が
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
中
世
及
び
中
世
文
学
か

ら
の
視
点
・
日
本
仏
教
史
及
び
庶
民
信
仰
史
か
ら
の
視
点
・
説
話
文
学
史
か
ら

の
視
点
、
或
い
は
口
承
文
芸
か
ら
の
視
点
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が
用
意
さ

れ
、
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
の
或
る
面
を
た
し
か
に
指
摘
し
得
て
ぶ

り
、
「
今
昔
的
」
な
る
も
の
と
は
そ
の
総
体
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

か
の
如
く
で
あ
る
が
、
私
は
、
本
市
で
析
出
し
た
二
面
を
「
今
昔
的
」
な
る
も

の
の
最
も
基
本
的
な
あ
り
様
を
示
す
も
の
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
極
め

て
異
質
な
二
面
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
あ
わ
せ
も
つ
姿
と
し
て
、
ま
ず
今
昔
を

規
定
し
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
両
面
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
新

仏
教
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
よ
う
な
現
実
状
況
を
多
く
眼
に
し
な
が
ら
、
な
お

旧
仏
教
的
な
認
識
に
よ
っ
て
そ
の
現
実
状
況
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
編
者
に
統

一
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
編
者
像
や
今
昔
の
文
学
性
へ
の
問

い
を
含
ん
だ
諸
問
題
は
、
今
昔
と
は
何
か
を
問
い
続
け
る
今
後
の
考
察
に
譲
る

こ
と
と
す
る
。

（
付
記
）小
論
を
な
す
に
あ
た
り
、
稲
賀
敬
二
先
生
・
位
藤
邦
生
先
生
か
ら
多
く
の

御
助
言
を
た
ま
わ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

－
　
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
！
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